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CMGを用いた柔軟衛星の高速スイッチングマヌーバ
　現在，世界中の電波天文学者から期待を寄せられているVSOP-2計画と呼ばれる高精度ス
ペースVLBI計画が進められている．これは2012年に打ち上げられる予定の人工衛星
ASTRO-Gを使用し，高解像度のスペースVLBI（Very Long Baseline Interferometry：超長
基線電波干渉法）を行う計画である．2005年に終了したVSOP計画を受け，VSOP-2計画では
約10倍の解像度での天文観測を目指しており，ASTRO-Gには最新の技術を用いて大型化，
高精度化されたアンテナが装備されている．さらに，校正天体を用いてキャリブレーショ
ンを行った後にアンテナの指向角を変え，目標天体の観測を行うという位相補償観測を短
い周期で繰り返し行うことでより高精度を目指すことになっている．そのため，ASTRO-G
には大型柔軟構造物を装備したうえで高速高精度な姿勢変更を繰り返す（高速スイッチン
グマヌーバ）という極めて難しい課題が課せられている．
　本研究は，このASTRO-Gを例題とし，要求されるミッションを達成するための手法につ
いての基礎検討を行う．ここで主に問題となることは大きく分けて以下の二つである．
  1. 高速な姿勢変更を可能とする大出力アクチュエータの必要性
  2. アンテナ等の柔軟構造物の振動による観測精度の悪化
　1については，ASTRO-Gで使用される予定であるCMG（Control Moment Gyro）と呼ばれる
アクチュエータを本研究でも用いる．CMGの研究に関しては，その多くが配置方法と駆動
則の研究であるが，本研究ではこれらは可能な限りシンプルにする．これは，大出力を必
要とするのは一軸のみという本ミッションの特異性を利用したもので，これにより特異点
回避問題などが簡略化する．逆に本研究では，高精度な観測を行うことを重視し，従来研
究では考慮されていないことの多い，CMGの持つ動特性や擾乱，そしてそれらが観測精度
に及ぼす影響について考察を行う．
　2については，衛星の姿勢制御系に効果的な振動抑制性能を盛り込むことによって，目
標の達成を図る．また振動特性の変動に対応した設計法や目標値整形など，振動抑制にお
いて成果をあげている手法も加味することで，より高い制振性能を目指す．
　最終的にASTRO-Gの数値モデルを用いてシミュレーションを行い，本研究で提案した手
法が効果的であることを確認した．またCMGの動特性が及ぼす影響や擾乱の大きさ，様々
なパラメータ誤差が及ぼす影響についての考察を行った．
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